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第1章 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

1.1事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

事業者の名称 ： 葛尾風力株式会社 

代表者の氏名 ： 代表取締役社長 三保谷 明 

主たる事務所の所在地 ： 福島県双葉郡葛尾村大字落合字落合 20 番地 1 

 

1.2事業の経緯等 

本事業は、環境影響評価法第 3 条の 9 第 1 項第 3 号に基づき、平成 29 年 5 月 30 日付けで、福島

復興風力株式会社から（仮称）福島阿武隈風力発電構想計画段階環境配慮書の第 1 種事業の一部を

事業承継手続きしたものである。 

なお、福島復興風力株式会社が計画する「（仮称）阿武隈風力発電事業」は、福島県、株式会社ジ

ャパンウィンドエンジニアリング、株式会社ユーラスエナジーホールディングス及びエコ・パワー

株式会社の 4 社が構成員である福島県阿武隈風力発電環境アセスメントコンソーシアム（以下「コ

ンソーシアム」という。）の事業「（仮称）福島阿武隈風力発電構想」の一部を福島復興風力株式会

社が引き継いだ事業である。 

事業承継の経緯に関する詳細は表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 事業承継の経緯 

年月日 内容 

平成 28 年 2 月 1 日 福島県阿武隈風力発電環境アセスメントコンソーシアム（構成員：福島県、株

式会社ジャパンウィンドエンジニアリング、株式会社ユーラスエナジーホール

ディングス及びエコ・パワー株式会社の 4 社）が「（仮称）福島阿武隈風力発

電構想計画段階配慮書」を送付 

平成 28年 8月 17日 福島復興風力株式会社が「（仮称）福島阿武隈風力発電構想計画段階配慮書」

の事業実施想定区域の一部を承継 

平成 28年 8月 18日 福島復興風力株式会社が「（仮称）阿武隈風力発電事業環境影響評価方法書」

を届出 

その後、福島復興風力株式会社が「（仮称）阿武隈風力発電事業」の事業実施

想定区域の一部を除外 

平成 29年 5月 30日 葛尾風力株式会社が福島復興風力株式会社から「（仮称）阿武隈風力発電事業」

で除外された事業実施想定区域の一部を承継し、「（仮称）葛尾風力発電事業」

とする 

平成 29年 5月 31日 葛尾風力株式会社が「（仮称）葛尾風力発電事業環境影響評価方法書」を届出 
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図 1-1 コンソーシアムの事業区域と本事業の区域 
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